
広島県の養鶏場で

高病原性鳥インフルエンザ疑似患畜確認

（今シーズン国内４９例目）

年末年始等に向けて防疫対策の徹底を！
年末年始や春節で、海外からの訪日客増加・国内でも人の移動の活発化

が見込まれ、また渡り鳥の飛来・滞在シーズンも続きます。
引き続き、防疫対策の徹底をお願いします。

①不要な人・物の出入りを制限し、人・車両の出入りの管理を徹底
・衣服、長靴の効果的な交換
・踏込消毒槽は、靴底の汚れをしっかり落としてから
・寒冷期は高濃度で、汚れた都度交換

②防護柵、防鳥ネットや鶏舎の穴や隙間等の点検、補修
③農場・鶏舎周辺の消石灰散布等による消毒
④毎日の健康観察、異状の早期発見・早期通報
⑤海外からの肉製品等の郵送がないよう注意

中央家保第25号-74
令和４年１２月２８日

過去２１日間の平均死亡率の２倍を超える死亡などの
異状があれば、ただちに連絡を！

岐阜県中央家畜保健衛生所
電話 ０５８－２０１－０５３０

時間外・夜間・休日 ０９０－７０２４－５２６９

《 第3回目 一斉消毒のお知らせ》
実施予定時期：１月中旬 詳細は後日お知らせします。
また、第2回目の受領書・実施報告書のご提出もお願いします！

家畜衛生情報

【農場概要】（広島県３例目）
所 在 地 広島県世羅町
飼養状況 約１２．７万羽（採卵鶏）
【経緯】
１２月２６日 家きんの異状の通報を受け立入検査、簡易検査陽性
１２月２７日 遺伝子検査でHPAIの疑似患畜を確認


